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藤川小学校長 吉村康博

７月 １日（水）学校関係者評価委員学校参観
第２回中期交流学習

３日（金）ＡＬＴ訪問
複式学級担当者研修会（本校会場）

４日（土）市ＰＴＡ連合会母親部研修会
６日（月）家庭学習強調週間（～１２日）
７日（火）貯金日 カヌー学習（田海川）

１０日（金）校内水泳大会 家庭教育学級
学校保健委員会 学級・全体ＰＴＡ

１７日（金）終業式 大掃除
藤川地区青少年健全育成座談会

２４日（金）小学校水泳記録会
２６日（日）子ども会川遊び
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小中交流活動始動

今年の梅雨は長く続きそうです。子どもたちは元気に気温と水
温を見定めながらプールの学習にも励んでいます。６月中旬から
は，小中一貫教育の計画に基づいた小中交流活動が本年度も始ま
りました。今年最初の交流学習は，３・４年生と中学３年生との
交流でした。小学生から見ると中学３年生はとても大きく見え遠
くの存在に感じていたと思いますが，中学生がとても優しく接し
てくれたので，すぐに和んだ雰囲気で交流ができていました。本
校の卒業生が来校する度に健やかに大きく成長しているなと感じ
ます。私たちにとって卒業生のはつらつとした姿を見ることは
大きな喜びであり，学校に携わる者としての誇りでもあります。
小中一貫教育の活動が，東郷地域の全ての小中学校間で子ども
たちの心をつなぐ実り多い活動となることを願うところです。
鹿児島県 PTA新聞６月号の１面に掲載されていた記事が，印象

深い内容でした。それは，種子島宇宙センターの責任者の方の話
でした。記事を読まれた方も多いのではないかと思います。JAXA
（宇宙航空研究開発機構）開発室長をされている長田弘幸さんは，
種子島で生まれ育ち，子どもの頃は自然の中でたくさんの友だち
といっぱい遊んだそうです。現在の仕事の様子を想像するに，宇
宙にロケットを飛ばすために難しい問題を解決しながら，たくさ
んの人たちと力を合わせて仕事をされていると思います。長田さ
んは，今の仕事の問題を解決できているのは，子どもの頃，種子
島で育ち，その自然とたくさん遊んだからだと書いておられます。
自然の中で人と交わりながら遊んだ経験が仕事に生かされてい
る。小さな頃に経験したことは
精神的な基盤としてその人の人
生に大きく係わっていくことは
確かであろうと思います。
藤川の子どもを取り巻く自

然環境は十分にあり，その中
で健やかに育った子どもたち
がいます。後は，この伝統を
しっかり今の子どもたちにつ
ないでいくことが大切だと考
えています。

東郷教育の日として授業
参観を行いました。本年度
初めての授業参観というこ
とで，子どもたちは緊張し
ている様子でしたが，授業
が始まるといつものように
集中して学習に取り組む様
子が見られました。
１・２年生は，国語の学

習で観察文を書いたり，ス
イミーの様子を思い浮かべ
ながら音読したりと，元気
いっぱい学習に取り組んで
いました。
３・４年生は，算数の学

習で自分が考えた方法を分
かりやすく説明することが
できました。
５･６年生は，英語活動で

薩摩川内市の観光スポット
を英語で紹介することがで
きました。
一人一人の良さが発揮で

きた授業参観になり，子ど
もたちも喜んでいました。

東郷教育の日授業参観日

今年も恒例の梅ちぎりを行いました。今年は，プール
側の木に青々とした梅がすずなりに実っていたので，枝
ごと切ってたくさん梅をちぎりました。子どもたちは，
傷もなくきれいな梅を見つけては喜んで，夢中になって
梅をちぎっていました。
今年で梅ちぎりが最後となる６年生は，木に登って大

きくなった梅を探してい
ました。低学年の子ども
たちも，一生懸命手を伸
ばして，梅ちぎりを楽し
んでいました。
ちぎった梅は一人一人

家に持ち帰りました。梅
ジュースを作ろうと意気
込んでいる子もいました。

藤川小恒例の梅ちぎり

小鷹集落の清流館に
建設していた小水力発
電施設の開始式が行わ
れ，本校の児童・職員
も参加しました。
あいにくの天気でし

たが，子どもたちは，
開始式のセレモニーで
大きなくす玉を割って
開始式に華を添えまし
た。また，発電施設の
中を見学し，発電の仕
組みを教えていただき
ました。実際に稼働す
る様子を見たいと目を
輝かせていました。

小鷹小水力発電施設開始式

薩摩川内市
歯と口の健康週間ポスターコンクール

銀 賞 ２年
薩摩郡医師会
歯と口の健康ポスターコンクール

佳 作 ２年
佳 作 ３年
準佳作 ６年

ポスターコンクール入賞おめでとう

藤川小学校７月の行事予定




